














改善事項 改善内容 検証結果 

４ 緊急時対策所が設置されている管

理事務所２号館停電中のＦＡＸ送

信，通報連絡については原子力施設

事態即応センターの対応としたた

め，通報が欠落することはなかった

が，復電後，通報連絡の対応状況に

ついての引継ぎがないまま，緊急時

対策本部からのＦＡＸ送信，通報連

絡を再開した。原子力施設事態即応

センターと緊急時対策本部の通報

連絡対応引継ぎの手順が明確にさ

れていなかった。 

通報連絡対応実績・状況の情報共有

および確実な引継ぎ方法を検討す

る。 

緊急時対策本部か

らＦＡＸ送信がで

きないおそれがあ

る場合，原子力施設

事態即応センター

へ通報連絡対応を

引継ぐこととした。

また，緊急時対策所

からＦＡＸ送信が

再度可能となった

場合には，原子力施

設事態即応センタ

ーでの対応実績記

録を引継ぎ，通報連

絡対応を再開する

こととした。 

２号機が全交流電源喪失に

移行すると判断した時点で

通報連絡対応を緊急時対策

本部から原子力施設事態即

応センターへ引継ぎ，緊急

時対策本部の電源復旧後，

原子力施設事態即応センタ

ーから緊急時対策本部へ速

やかに引継ぎ戻すことがで

きた。 

緊急時対策本部と緊急時対

策本部との通報連絡対応の

引継ぎが円滑に実施でき，

通報連絡が欠落することな

く対応できることを確認し

た。 

５ 緊急時対策本部内でのＥＡＬ略語

（ＡＬ○○，ＳＥ○○等）の使用に

不慣れな面や，発話内容が明確でな

く情報共有がスムーズに取れない

場面がみられた。 

用語の使用や発話内容について習

熟するため，共通ルールの設定や教

育・訓練等を検討する。 

・緊急時対策本部内

において，ＥＡＬ発

令状況を共有する

ための「ＥＡＬボー

ド」配備した。 

・緊急時対応ルール

を設定し，緊急時対

策本部内における

発話内容の共通ル

ールを設定した。 

・「ＥＡＬボード」に「ＥＡ

Ｌ判断時刻」を記載するこ

とで，ＥＡＬ発令状況を速

やかに共有することができ

た。 

・緊急時には他の発言を遮

って発話する割込みのルー

ルなどを「発話ルール」と

して採用することにより，

情報の緊急度や重要度が区

別されて発話，情報共有さ

れるとともに，緊急時対策

本部内の情報輻輳が改善さ

れた。 

（３）良好事例および改善事項の抽出

ａ．良好事例 

（ａ）社内テレビ会議の専属対応者を配置したことで原子力施設事態即応センタ

ーからの確認や問合せに専念し，速やかな対応や情報共有・情報充実を円滑

に対応することができた。また，テレビ会議（原子力統合防災ネットワーク，

社内）の用途を分け，テレビ会議システムを離して配置したことで，音声や

情報が輻輳することなく対応できることを確認した。

（ｂ）復旧班は，発電所構内の電源ケーブル，送水ホースの敷設ルート等を大型

の建屋配置図（A0 サイズ）にリアルタイムに記載していくことにより，情報

共有を図ることができた。 













要素訓練の概要

１．電源機能等喪失時対応訓練（訓練実施日：平成２６年４月２２日～平成２６年９月２５日の期間内で計１４回実施，参加人数：延べ８６名） 

概  要 
実施体制 

（①実施責任者，②実施担当者）
評価結果 当該期間中の改善点 今後に向けた改善点 

緊急時の電源確保に係る訓練 

緊急用発電設備等による電源確保（燃料供給等含む）の手順の実動訓練や机上訓練を実施 

（１）緊急用発電設備（ガスタービン発電

機）起動訓練 

①保修部課長（タービン） 

 保修部課長（電気） 

 発電部課長（第一発電） 

②保修部員（タービン） 

 保修部員（電気） 

 発電部員（第一発電） 

良 特になし 特になし 

（２）電源喪失時の重要パラメータ監視計

器復旧訓練 

①保修部課長（計装） 

②保修部員（計装） 
良 

バッテリーの運搬に時間と

労力が掛かるため，バッテリ

ー運搬用の背負子を配備し

た。 

・バッテリー接続・運搬時

にバッテリー端子に感電

防止テープを貼り付けて

いるが，絶縁手袋をつけ

た状態でのテープ貼り付

けが困難であり時間がか

かる。 
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要素訓練の概要

概  要 
実施体制 

（①実施責任者，②実施担当者）
評価結果 当該期間中の改善点 今後に向けた改善点 

緊急時の最終的な除熱機能の確保に係る訓練 

消防車による原子炉への代替注水等の実動訓練やライン構成等の一連の動作確認を現場にて実施 

（１）原子炉補機海水ポンプ用電動機取替

訓練 

①保修部課長（電気） 

②保修部員（電気） 
良 特になし 特になし 

（２）主蒸気逃がし弁（安全弁）駆動用バ

ックアップ用窒素ガスボンベ接続訓練 

①保修部課長（原子炉） 

②保修部員（原子炉） 
良 特になし 特になし 

（３）原子炉および燃料プールへの消防車

による代替注水訓練 

①保修部課長（保修管理）

②保修部員（保修管理）
良 特になし 特になし 

（４）原子炉補機海水系への可搬式ディー

ゼル駆動ポンプによる代替送水訓練 

①保修部課長（タービン） 

②保修部員（タービン） 
良 特になし 特になし 

概  要 
実施体制 

（①実施責任者，②実施担当者）
評価結果 当該期間中の改善点 今後に向けた改善点 

緊急時の燃料プールの冷却確保に係る訓練 

消防車による燃料プールへの注水等の実動訓練を実施 

（１）原子炉および燃料プールへの消防車

による代替注水訓練

①保修部課長（保修管理）

②保修部員（保修管理）
良 特になし 特になし 



要素訓練の概要

概  要 
実施体制 

（①実施責任者，②実施担当者）
評価結果 当該期間中の改善点 今後に向けた改善点 

シビアアクシデント対策に係る訓練 

ホイルローダー等による模擬がれき等を用いた実動訓練等を実施 

（１）アクセスルートの確保訓練 

①保修部課長（保修管理） 

②車両系建設機械（整地等）技

能講習を受講した対策要員 

良 特になし 特になし 

２．原子力緊急時支援組織対応訓練（訓練実施日：平成２６年６月４日，６月５日，８月２８日，参加人数：２０名） 

概  要 
実施体制 

（①実施責任者，②実施担当者）
評価結果 当該期間中の改善点 今後に向けた改善点 

原子力緊急時支援組織対応訓練 

ロボット操作訓練または資機材輸送訓練を実施 

（１）ロボット操作訓練 

①技術部課長（技術） 

②ロボット操作訓練を受講した

対策要員 

良 特になし 特になし 

（２）資機材輸送訓練 
①技術部課長（技術） 

②支援班員および本社資材班員 
良 特になし 特になし 


